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　This　paper　aims 　to　clarify 　advances 　in　research 　concerning 　Japanese　clothing 　between　the　Second
Wor且d　War　and 　the　post．war 　period　of　rapid 　economic 　growth ，　After　JapanMefeat，　the　circunlstances
of　the　transitional　period ，　from　the　time 　when 　there　was 　a　shortage 　of　clothing 　until 　it　becarne　possible
to　freely　obtaln 　clothing，　are 　not 　su 伍ciently 　clear ，　Through 　an 　analysis 　of 　articles 　from　the　monthly
women

’
s　magazine

“
Fujin　Asahi

”
around 　1950，　this　p且per　clarifies　how　women 　reInade 　clothes ．　At　first，

women 　were 　making 　western −style　clothes 　by　altering 　second −hand　clothes 　and 　klmonos　with 　skills　and

techniques　that　they　had　acquired 　from　dress−making 　schools 　and 　books．　After　clothing 　reguaations

were 　abolished 　in　1950，　new 　fabrics　became　available 　and 　the　variety 　of　clothing 　increased．　Meanwhile ，
women 　were 　not 　merely 　imitating　American 　and 　French　fashion，　as 　it　has　been　said　up　until 　now ．　In
particular，　because　much 　value 　was 　attached 　to　work 　both　in　and 　outside 　the　home ，　it　has　become　clear
that　clothes 　speci 丘cally 　intended　for　work 　were 　designed，　and 　the　merits 　of 　Japanese　clothing 　were

taken　intQ　account ．

　　　　　　　　　　 （Received　September　5，2007；Accepted　in　revised 　form　December 　1，2007）

Keywords ：women 　女性，　after 　the　Second　World　War 第二 次大戦後，　clething

ing　洋裁，　 Japanese　sewing 　和裁，　 making 　over 　a　garment 更生利 用 ．
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　 1．緒　　言

　戦時 下 の 日本の 衣服 の 状 況 に つ い て は ，標準服 を取

り上 げた横田 （1999），国家 の 衣服政策 とそれ に対す

る人 々 の対応を解明 した井上 （2001，2003），人絹 と

ミ シ ン を取 り上 げ た 横川 （2003）等に よ りそ の 実態が

明らか に さ れ つ つ あ る．また ，
い わ ゆ る高度経済成長

期以降の 日本の衣服の 変遷 につ い て は，家計調査 とメ ー

カ
ー・洋裁学校の 統計 か ら既製服化 を明らか に した奥

村 （1979＞，ス トリ
ー

トフ ァ ッ シ ョ ン の 変遷を くわ し

くた どっ た渡辺 （2005）をは じめ として多 くの 研究が

あ り明 らか に され て い る ，

　 しか し なが ら，両者をつ な ぐ時期 ，すなわち，敗戦

直後の厳 しい 衣料事情 を乗 り越 えて，流行の 衣服を自

由に身に つ ける よ うになるまで の 時期に つ い て は，体

験記の 類をの ぞ い て は，「ア メ リ カ 化」 とい う観点か

ら敗戦直後 の 衣 生活 をとらえた柳 （1992），岐阜 ・沖

縄 の 古着 ・既製服流通を中心 とする朝岡 （2003）な ど

の 研究が あ り，先 に あげ た渡辺 （2005）ほ か で も概説

は され て い るが，じゅ うぶ ん に 研究され て い るとは言

い がた い ．

　 目々 の 着 る 物 に も欠 く状態 と，華 や か な フ ァ ッ シ ョ

ン が繰 り広 げられ る状態は どの よ うに して 連続する こ
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とが可能に な っ たの だ ろ うか．当時，衣服製作の 主な

担い 手 で あ っ た女性た ち は
，

ど の よ うな行動をと り，

どの ように して 衣服 を作 り，着 る 自由を手に して い っ

た の だ ろ うか 、

　本報告で は ，朝鮮戦争の軍需物資調達の ため 日本経

済が活性化 し，衣料品統制が完全撤廃 され る 1950年

を中心 と した 時期に 焦点 を絞 り， 当時の都市中流女性

たちが どの ように して ， 着 る物 の な い 状態か ら 「戦後

フ ァ ッ シ ョ ン 」を作 り出 して い っ た の か を明らか にす

る こ とを目的とする．

　2 ．方　　法

　1950年前後 におけ る女性 た ち の 衣服 に 関する行動

を知るため の方法として ，雑誌 「婦人朝日」の 1947

年〜1952年の 記事を分析す る．「婦人朝 日」を使用す

る 理由は，主要女性誌 「主婦之友」「婦人倶楽部」や，

特定の デザイナ
ー

の 主宰する 「それ い ゆ」「美 しい 暮

しの 手帖」 （後の 「暮 しの 手帖」）な どが，衣服 の 作 り

方を教 える実用記事や，先進的な衣生活 を紹介する啓

発記事 の どち らか に偏る の に対 し，「婦 人朝 日」 は そ

の よ う な記事だ け で な く，読者の投稿 や 洋裁学校 の 取

材 な ど の ル ポ ル タ
ージ ュ が 多く，読者で あ る 当時の 女

性 の 実生活を伝え る 側面 が強い ため で あ る．

　「婦 人朝 日」 は 女性全般 を読者に想定 した雑誌 で あ

り，とくに 「都市中流女性」 を対象 に して い る わけで

は ない が，農山漁村 の 女性に つ い て の 記事は非常に少

な く，東京や大阪な どの 大都市や地方都市が 中心 に な っ

て い る こ とと，時事 問題 の 記事やそ れ に 関する投稿が

多い た め ，あ る程度 の 知識層 を対象に し て い る と考え

られ る こ とか ら，本報告の 対象を 「都市 中流女性」 と

した ，

　なお第 4 章 を 中心に，「主婦之友」，「婦人民主新聞」

など，当時 の 他の 女性誌 ・新聞も必要に応 じて 参照 し

た．また，当時 を知 る女性へ の イ ン タ ビ ュ
ー

も必要 に

応 じて参照 した ，

　「婦人朝日」は，戦前 の 「婦人」 （1924−1937），「婦

人朝日」 （1937−1942），「週刊婦人朝日」（1942−1943）

を前身と し て，1946年2 月 に 創刊 さ れ，1958年 12月

に終刊 した月刊誌で ある，女性 を対象と し，時事問題

か ら衣食住，文化 まで を幅広 くあつ か う総合誌 で ある．

発行 は朝 日新聞東京本社の ち朝 日新聞社，B5 判で ，

文 芸誌 的性格 を強め た最後の 2 年間 は A6 判 とな っ

た．特集記事の テーマ は夫婦 ・結婚，労働，政治，教

育な ど， グラ ビ ァ は フ ァ ッ シ ョ ン，労働，美術 有名

女性 の 生活 （皇族や旧華族，有名男性の 妻で はな く

「女優」 「女流作家」「女流画家」 など自分の 仕事で活

躍する女性が多 い ），連載は小説 ， 衣食住 ， 医学，映

画批評などで あ る．かずかずの投稿募集が特色で，テ
ー

マ を 決 め て時事問題 へ の 意見を募 っ た 「読者批判」 に

は じま り，「私 の作文」，「我が 家の 工夫」，ル ポ ル ター

ジ ュ な ど多岐 に わ た る．編集部で は採用如何に かかわ

らず 「投稿者カー
ド」を つ くり，

と きに は 「読者記者」

を派遣，記事依頼 をして い る．広告は化粧品が圧倒的

に多 く，他に，薬品，調味料，電化製品，金融機関 な

ど である，衣服 に 関する広告に つ い て は後述 す る が ，

全体か ら見る と少な い ．

　なお 本報告 で は
， 引用 に 当 た り，旧漢字 ・旧 か なつ

か い は当用漢宇 ・現代かなつ かい に改めて表記 した．

　3．結果 と考察

　（1＞ 「婦人朝日」1947〜1952年の 衣服関連グ ラ ビア ・

　　　本文記事 ・広告

　 1＞ 1947年

　前年の創刊年は 58〜62ペ ー
ジで あ っ たが ， 1947年

は ，1 月号 78 ペ ージ，2〜4 月 62 ペ
ー

ジ，5 月以降 40
ペ ージ と

， 徐 々 に ペ ージ数を減ら して い る ，他誌で も

同様 の 現象が見 られ，用紙不足に よ る もの らしい ，

　 グラ ビ ア は 2〜3色刷 りで ，「巴里 の モ ード」（A ．F．P，

提供），「流行 をつ くる ムー
ヴ ィ ・デザイ ナ

ー」（ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク ・タイ ム ズ特約〉とい っ た華や かな海外情報が

ある
一

方，「ドレ ス メ
ーカー女学院生徒製作」の和服 ・

洋服 ・ひざ掛けから更生 した 衣服 を紹介する 「布を扱

う工夫」（八巻千秋），手持 ちの 洋服や小物に ハ ギ レ で

イ ニ シ ャ ル を縫 い 付 ける こ とを提案する 「イ ニ シ ャ ル

の あ る部屋 で 」（花森安治）な ど，材料の ない と こ ろ

か ら工夫する実用記事が掲載 され て い る．

　4 月号 の 特集は 「装 い 」 で ，「服飾 の 流 れ と方向」

（西 田千秋〉，「新 しい エ チケ ッ ト」 （GHQ 経 済科学局

繊維部製品課長 ドロ シ ー ・エ ドガ ー
ス ），柳 悦孝 と濱

　　　　　　　　　　？マ
徳太郎 の 対談 「きもの は含む空 間美」，長谷川路可 と

島村 フ サ ノ の対談 「全体美で着る洋服」，「洋服 の 移 り

変 わ り」 （八 巻千秋）が掲載 され て い る，こ の うち西

田 の 文章 は ，東京の 数寄屋橋あた りを行 きかう女性 た

ちの よそ行 きの服装に つ い て，「世紀の大敗戦」 の
一

年後 の 人 た ちとは思えな い ほ ど 「存外美 しい 」が，疎

開して お い た もの を そ れ ぞ れ着て い る ため，「色 も柄

もス タイル も種 々 さまざまで ある」 と述 べ て い る．

　 4 月号以外 で は 衣服 関連の 本文記事は少な く，小 さ
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な囲み記事で ，「ス カ ウ ツ は極端に い えば
一

年に ウ
ー

ル 地 の もの が
一
枚あれ ばい い 」 と す る 「十月の 服 装計

画」（谷長 二）， 「衣料 は どうな る」 （F 記者），「編物の

新傾向」 （高木 とみ子），「長 くなるス カ
ー

ト」（ニ ュ
ー

ヨ
ーク ・タ イム ズ特約）などが あ っ た ．

　衣服関係の広告は，西陣化学研究所製造の 染料 「み

やび染」 （洋装女性の イ ラ ス ト入 り），大阪の 美章園服

装学校や東京高等技芸学校 の 洋裁通信教授，東芝電気

ア イロ ン が掲載され て い る、また，「婦人朝日」編，

朝 日新聞社発行 の 「夏 の デ ザ イ ン ブ ッ ク」「秋か ら冬

の デ ザイ ン ブ ッ ク」の 広告 も掲載さ れ て い る．こ の デ

ザイ ン ブ ッ ク は，「新型 デ ザ イ ン百六十余種発表，全

部 四 色刷 り」で ，「海外 の 流行を 巧 み に 採 り入 れ た 日

本人向きス タ イル ブ ッ クの 決定版」 で あ る，「洋装 を

する 人 々 の た め に」 「色彩の 調和 」な どの タイ トル で

先述 の ドロ シ
ー ・エ ドガー

ス の 談話 も掲載し て い る．

　 グラ ビ ア や本文記事だ けで な く広告か らも，海外情

報に触れなが ら，材料 はなく，各自が 自分で 洋裁技術

を学び ，手持ちの 和服や洋服を染め直 した り仕立替 え

た りする 生活で あっ た こ とが わ か る ，また GHQ の 幹

部が 日本人女性に対 し，洋服に つ い て の 助言を して い

た こ とが わ か っ た ．なお 「婦人朝日」は朝日新聞社傘

下 で ある ためか，同時期の他の女性誌 に くらべ て 海外

情報が多 い ．

　 2） 1948年

　1 月号は 50 ペ ージ，2 月以 降 は 前年 に 引 き続 き 40
ペ ージで，衣服に 関する記事は 少な い ．

　グラ ビ アで は
， 「優美 さをと りか え した ア メ リ カ の

流行」 （ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク ・タイム ズ特約），「こ の 夏の 海

水着」 （ロ ン ドン ・デ ィ リ イ ・エ キ ス プ レ ス ニ ュ
ー

ス

ペ ーパ ーズ提供 ，絵と文 ・河野鷹思）などの海外情報

と，ハ ギ レ を縫 い 合わせ て小物や か ば ん を作る 「お手

玉 の よ うな ア ク セ サ リ」 （花森安治〉が 並 列 して い る

の は前年 と同様で ある，

　本文 で は 「女流人形作家」の 小林通 に よ る 「和装 の

楽 しみ」が，若 い 人 に もっ と着物を 着 る こ と を すすめ ，

「モ ン ペ 」 に つ い て は 「い ま急 にすて る の も惜 しい 」

と して，通勤 や労働 の 際に ，調和を考えて モ ン ペ を着

用 す る こ とをすすめ て い る，少 し前 に なる が モ ン ペ に

つ い て は 「婦人民主新聞」 1946年 11月 4 日号 に も

「戦時中の 流行服で あっ た モ ン ペ も，こ の 頃は買出 し

や 闇屋 の 便利服 み た い に な り，美 しい 姿か ら縁の遠い

もの に な りつ つ ありますが （略）モ ン ペ を退蔵さ せ る

こ とは再び実用 品 で ない 「キ モ ノ 」に 逆行する 不 自然

な流行を追う恐れがあります （略）モ ン ペ は 日本 の 衣

服 の な か で 一
番美 しい 外出着 で す」 と述 べ られ て い る．

　その ほ かの 記事で は 「売られ売られた古着の 流転記」

（本誌 ・藤巴記者）が，古 着の 銘仙が どの よ うに 流通

して い る か を具体的 に追 っ て い る ，洋裁学校に取材 し

た 「あ る日の洋裁学校」 とい う記事もある が，こ れ に

つ い て は後述す る．

　他に は囲み記事で ，ドロ シー ・エ ドガ ー
ス 記者会見

に よ る 「ア メ リカ便 り新語
ミ

ニ ュ
ー

ル ッ 久 の 流行」

の ほ か ，「家庭 ご と に着物の
一

覧表」，「型を くずさ ぬ

冬服 の 手入れ」，「明るい 衣料の見通 し」など実用記事

がある，前年の 「衣料は どうな る」に比べ て 状況が 好

転しつ つ ある こ とが うか が える．

　広告で は，前年と同 じ 「みや び 染」，「ナ シ ョ ナ ル 電

気ア イ ロ ン 」 の ほ か ，「シ ャ
ー

プ電気裁縫鏝」，「教育

科学社高原社」 の 「女性教養全書」「裁縫の本」「家事

の 本」，「高級洋装 婦 人装身具 ニ ュ
ー

ア メ リ カ ン ス タ

イ ル 」 の 東京 ・港区 「ジ ャ
ーヂ ン 洋装店」が 見 ら れ た．

東京高等技芸学校 は 「公認学校の校外生募集」 として

「独 学で 正規の本校師範科卒業資格が 得 られ る新制度

あ り．口本最初 の独学女性出世 の 門」 と う た っ て い る．

　3） 1949年

　3 月号か ら 58 ペ ージ に増や し て 装丁 を新 し くし，

「読者批判」の募集 を開始．5 月号 か ら は 「私 の 作文」

もは じ ま り，「婦人朝 日」 が特色 を出 し充実 しは じめ

る の が こ の 年で ある ．ユ0 月号 か らは 84 ペ ー
ジ とな っ

て い る ，

　グ ラビア で は ，「一流 デザイナ
ー

に よるパ リ直送の

今春 の モ
ー

ド」 （A ．F．P．提供），「私たち の 生活に と り

入 れ 易 い ア メ リ カ の モ
ー

ド」（ニ ュ
ーヨ ーク ・タ イム

ズ特約） と い っ た 海外情報に加 え て ，10 月か ら は

「一流 デ ザイ ナ ー作品集」 の 連載が は じ ま る，こ れ は

「家庭で 働 くきもの」「初春の 外出着」など毎回 テ
ー

マ

を もうけて 8 人 の デ ザイ ナ
ー

の デザイ ン 画 を掲載する

もの で あ る ．デ ザ イ ナーは 高澤圭
一

，花森安治，中原

淳
一
，桑沢洋子，伊東茂平，田中千代，杉野芳子，島

村 フ サ ノ で，連載の途中で伊東茂平が松井直樹に，花

森安治が 近藤百合子 に か わ っ た ，こ の 年，グ ラ ビ ア に

は更生 に 関する もの がな い ．

　記事で は，後述する 「洋裁界を眺む」や 「今年 の 衣

料は どうな る か」，「着がえ の便利なベ ビー
服」（大場

真佐子）， 「古い 絹靴下 か ら代用毛糸」 とい っ た実用記

事，8 月号 〜12月号 に は 「ふ だ ん著談義」 と題す る著

名女性 の ふ だん 着に関する エ ッ セ ー
もある，また，Y ・
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H （花森安治 か ）に よ る 「服装 時評」 も不定期 に 掲載

され る、

　広告は台東区 の 日本洋裁専 門学院の 生 徒募集，文京

区の DSJ 洋裁教室 の 通信教育，生 活研究社 の 「池 田

淑子著図解洋裁講座」，「衣料更生 の 染料は と り染　婦

人倶楽部特撰」，ナ シ ョ ナ ル，三菱，シ ャ
ー

プの アイ

ロ ン となっ て い る，

　雑誌 の ペ ージ 数が増 えて衣服 関連の グ ラ ビア ・記事

ともに 充実 し，海外情報と更生 利用だけで は な く，日

本人デ ザ イナ ーに よる新 しい デザ イ ン も続 々 登場する

よ うに なっ た，

　4＞ 1950年

　 1月号 か ら更に ペ ージ数を増や し 120ペ ー
ジ となる．

　 グ ラ ビ ァ で は，6 月号 まで 「
一

流デ ザ イナ
ー
作品集」

が続 き，7 月号 か らは 「夏 を 楽 し む 浜辺 の き もの」

（伊東衣服研究所伊 東茂平 国方澄子）の ように，テ ー

マ を決め て 1〜2 人 の デ ザイナ
ー

の デ ザ イ ン 画 を掲載

す る形 に変更 して い る．また，4 月号か らは 「ス タ イ

ル実験室」の 連載がは じまる．こ れ は ，俳優や画家な

ど の 著名女性を モ デ ル に デ ザ イナ
ー

が新 しい 服 をデザ

イ ン して実際に製作 し，着用 の 感想 を寄せ て も ら う も

の で ある．モ デ ル に は 10代か ら 50 代 まで 幅広 い 年齢

層 の 女性が 選 ば れ て い る ．「婦 人朝 日」 の 読者層 の 幅

広 さが うか が われ る．

　記事で は，衣料品の 統制撤廃 を予告す る 1月号 の

「衣料品急 い で 買 っ て は 大損」，「キ モ ノ の 流行 は だれ

が つ くるか」，「明朗 な近代的感覚 田 中千代 さん の

「キモ ノ シ ョ
ー

」」 （木下了子），「パ リ ・モ
ー

ドの で き

る まで」，「分裂 した パ リ ・モ
ード王 国

一
流 デ ザイナ

ー

とそ の作品」な どがあ る ．

　広告で は，は と り染，ア イ ロ ン の ほ か ，み つ ほ染料，

三 菱 ミ シ ン，「洋裁知 らぬ は 女 の 恥 ！」 とする東京 ・

牛込の 「日本洋裁教育会」 の 洋裁講義録，「婦人服 の

ご用命は ！デ ザ イナ
ー

杉浦和子」 と掲 げ る 日本橋三 越

の 「フ ァ ッ シ ョ ン ル ーム 」が あ る ．染料 ， 洋裁書，ア

イロ ン，ミシ ン，とい っ た 自家裁縫 の 必要品 の 広告だ

け で な く，仕立の 広告 も登場 した．百貨店で の 高級婦

人服仕立が，従 来 の 顧 客だけで なく，「婦人朝日」読

者層に も拡大 されつ つ あ る こ とが わか る．

　 グ ラ ビ ア か ら海外情報が な くな り，本文記事で パ リ

モ ードの内幕が読み物風 に描か れ る．占領後 5 年に し

て ア メ リ カ ン フ ァ ッ シ ョ ンへ の 関心は薄らぎっ つ ある

よ うで あ る．…一
方，グラ ビ ア は 日本人デ ザイ ナ

ー
の 活

躍場所 とな り，洋裁の 技術 だけ で な く洋服 の デ ザ イ ン

も定着 した こ とが うかが われ る ．

　5） 1951年

　10月号まで は前年に 引 き続 き 120ペ ージ だ が，11

月号か らは 140ペ
ー

ジ に な る．

　1 月号の巻頭 グ ラ ビ ア は カ ラーの 「新進 デ ザイナ
ー

三十人集」で ある．すで に おなじみ の デ ザイナーたち

が，新人 デザ イナ
ー 30 人 を選 び紹介 し て い る ，グ ラ

ビ ア の デ ザイ ン は桑沢洋子が多くな り， 記事に作 り方

が つ くように なる．内容 も，下着や レ イ ン コ
ー

ト，ウ ェ

デ ィ ン グ ド レ ス ，「我が家は デ ニ ム 」な ど，ひ ろが り

を見せ て い る．また，ア ッ プリケ や ドロ ン ワ
ー

クなど

手芸の ペ ージ が登場する ．「ス タ イル実験室」の 連 載

は継続 して い る ．

　記事 で は，「純綿キ キ ン は 再現 する か ？」，新繊維の

性能 を読者が試 した 「読者の 実験報告ビニ ロ ン 特集」，

「既製服店百貨店等か らの ぞ い た街の 女性風俗」， 「愉

しい 手製の ク リ ス マ ス プ レ ゼ ン ト」などがある．桑 沢

洋子 に よ る特集記事 「流行をどう着 こ なすか」で は，

「あなたは流行色 をどう着 こ なすか」「あ なたは流行 の

ス リーヴ とカ ラ ア を どうとり入れるか」の ように，た

だ単に 流行 を追 うの で は な く，常 に 「あな た 」，す な

わ ち
一

人
一

人の女性が ，流行を意識 しつ つ も，どの よ

うに し て 自分に似合 う服 ，動きやす い 服 を実現す るか，

とい う点に 重点が置か れ て い る，

　広告で は，化学繊維の 大広告が こ の年の特筆すべ き

点で ある．4 月号 に 「倉敷 ビニ ロ ン 」 の 大 きな 1 ペ
ー

ジ 全面広告 が 載 っ た の を皮切 りに，旭化成の ベ ン ベ ル

グ，東洋 レ
ー

ヨ ン の ア ミラ ン，大東紡績の シ ャイン テ ッ

ク ス な ど，裏表紙や全面 を使 っ た 派手な広告が 次 々 に

出 る ，そ の ほ か は カ ネ ボ ウ毛糸 や オ リ オ ン 毛糸，東洋

紡 コ ス モ 刺繍糸，グ ン ゼ 絹靴下 な どで ある．こ れ まで

に多か っ た 染料や洋裁学校の 広告は見 られ な い ．

　6） 1952 年

　1月号は 190ペ ージ，2 月号以 降 は 約 160ペ ージで

あ る ，ペ
ー

ジ数 は 5年 の 間 に 約 4 倍 に な っ た．

　グ ラ ビ ァ は，桑沢洋子 の デ ザイ ン 集 が毎号掲 載さ れ，

記事に作 り方 もつ く．「ふ だん着に なる ス キ
ー

服」 や

「ウ ェ デ ィ ン グ ドレ ス か らハ ウ ス ド レ ス 新婦 の 衣計画」

とい っ た，贅沢なテ ーマ があ る
一
方 で ，「ア メ リ カ の

中古服か ら流行服誕生」，「三反 の ゆかたで 家庭着か ら

外出着 まで」の よ うに更生利用 も復活 して い る ，また ，

「生か した い 昔 の きもの の 美 し さ」や 「私の キ モ ノ」

な ど，こ れ まで あまり見られなか っ た和服関係 の グラ

ビ ア も登場 して い る ．
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着用 をめ ぐる状況

　記事で は，「婦人朝 日服装相談室」 と　「全国仕事着

デ ザ イ ン ・コ ン クール」が こ の 年の 大 きなイベ ン トで

ある が ，こ れ らに つ い て は後述す る．そ の ほか，「家

庭 で 行う染色の は な し」，「こ れだけは知 っ て置 きた い

化学繊維の 知識」な どがあっ た．

　広告は，これ まで に引 き続きグ ン ゼ絹靴下，各社 の

化学繊維，ミ シ ン の ほ か
，
3 月号 に は じめ て 富士 の

「電気洗濯機」が登場 し，「主婦 の 生活 を楽 しくす る」

とうた っ て い る．「最高級殿方御婦人用輸入洋服生地」

の 「エ
ー ・ポ ン ピー

商会」 も登場，一
例ずつ で ある が ，

染料 と，「洋裁学校は出たけれ ど…どうもネ…とい う

こ とで は困 ります．花嫁免状で は な く，実力卒業証書

が もら え る よ い 学校を選 び まし ょ う 1」 とい う東京 の

小川文子洋裁学院の 小 さな広告 も見 られた．

　次 に ，当該期間中 の 「婦人朝 日」に 見 られた，い く

つ か の テ
ー

マ に そ っ て記事をまとめ，考察する ．

　  　洋裁学校

　1948年 6 月号 に 「あ る 日 の 洋裁学校」 （所武雄）と

い う記事が ある．大阪 の あ る 洋裁学校 を取材 した もの

で ある．「よ く雨後の 筍 の よ うに と言 われ る 洋裁学校」

は 急造 の バ ラ ッ ク が多 い が ，こ こ は元軍人が，戦前に

建 て た洋風 邸宅 を利用 して洋裁学校を開い たもの だ と

い う．取材 した 生徒たち の プ ロ フ ィ
ー

ル が紹介され て

い る が ，年齢層 も階層 も考え方 も ま ちまちで あ る ．所

は 「洋裁学校に来 て い る 人の 十分比 は，五人 まで が真

面目に 洋裁 を習お うとす る 娘 さん ，残 り五 人 の うち 三

人が奥 さん や未亡人 ，
こ れも真面 目なひとで す，あ と

の 二 人が遊 びな の で はな い で しょ うか」とまとめ る ．

　そ の後
一

年半を経過 した 1949年 1 月号に は，「洋裁

界を眺む その 現状 ・
そ の小歴史 ・

そ の 系統」 と して

座談会 「洋裁界の 眺め た て か らよ こ か ら」，「洋装の

小歴 史」，「洋裁界分布図
一

源平 二派に 五 摂家 な ど」 の

三本立 て記事がある．座談会は 「文化服装学院 宇田

川精
一
，菅谷洋裁専門学院 菅谷文子，東京女子高等

師範 成 田 順子，ド レ ス メ ーカー
女学院 宮崎直江 ， 花

森安治，松井直樹」に よ る もの で，編集部 の 「一時 ，

洋裁学校が 「雨後の タ ケ ノ コ の如 く」で きた と い う表

現が あ りま した が
，

一
体全 国で何校 くらい ある の で しょ

うか」 との 問 い か け に ，菅谷が 「認可 の あるの は，東

京だけで
一

三 六校．認可 の な い の はずい ぶ ん で し ょ う」

と答えて い る．生徒 の 目的は 「自分 の 身な りを整 える

た め とい うの が 三 分 の一，万が
一

の とき収入 を得 られ

る よ うに とい うの が 三 分 の 二 」，以 前 は 職業 目的 は少

な か っ た と宮崎 は 述べ て い る．また，花森 ・松井を中

心に洋裁学校で の 技術偏重の 教育が批判され，簡単な

裁断方法が必要な ど の 提言もされ て い る ．

　1950年 3 月号に は 「彼女らの東京遊学 ル ポ ル タ ー

ジ ュ 」 とい う記事が あり，地方か ら東京へ 出て きて学

ぶ女子学生 た ちを取材 して い る．女子大学や共学大学

に並ん で洋裁学校 も登場す る．目黒 の ドレ ス メ
ー

カ
ー

女学院 で の イ ン タ ビ ュ
ー

で 記者は ，更生品が多い こ と，

洋裁学校生 の忙 しい こ と に驚い て い る．「もし新 しい

生地ばか りで作る とすれば，四千人の 生徒 の 九割は退

学 しなけれ ばな らない わ よ」とい う生徒 の 言葉が紹介

され ，「父親の 古洋服，タ ン ス の 底か らひ っ ぱり出 さ

れ た お 召 ，虫干 に 見 つ け た 二 重廻 し，そ ん な もの が こ

こ に持込 まれる と ， トタ ン に 裂かれ，染め られ，つ が

れ，切 られ，かが られ，まつ られ て颯そ うと校門を出

て ゆ く」 と形容 さ れ る．授業は隔日 だが徹夜する こ と

もあ り，一年に十二 着を作る とい う．生徒 の 多 くが卒

業後は郷里や東京 で 洋裁店 の 経営 を考えて い る よ うで

あ る ，文化 と ド レ メ の 比較な ど の あ と，「しか し洋裁

学校生が共通 して い うこ とは，「洋裁，洋裁とい っ て

馬鹿 にす るが こ ん な実際的な，真面 目な，忙しい 学校 っ

て ない わね」とい うこ とで あ っ た」 と書か れ て い る，

洋裁学校に向ける世間の 目，そ れ に もか か わ らず，苦

労 して 教材 の 生地 を調達 しなが ら洋裁店経営 の 夢をも

つ ，い きい き と した 女性たちの 姿が描かれ て い る，

　 とこ ろが早 くも 1950年 9 月号 「日本の 女性 　は や

りもの す た りもの　華や か な もの か ら地 道な もの へ 」

で は，「下火の 洋裁熱」と して，「ダ ン ス に つ い で，戦

後猛烈をきわめたの は，若い 娘さ ん た ちの 洋裁熱 （略）

最近は こ れ も どうや ら下火」， 「水 戸市 内の 某洋裁学校

（略）今年 は定員 を維持す るの でせ い い っ ぱ い ．い ま

まで 農村の娘さ ん が 七 割近 くを占め て い た が，現在で

は 市街 地 の 娘 さん と五分五分 に な っ て い る」，「卒業生

は 四分 の
一

ぐらい が，そ の 道 の 就 職希望だが （略）
一

ヵ 年修業で は 売れ 口 が少な く，今年はせ い ぜ い 二 人か

三 人 （略）それ も出来高払 い で ，夜おそ くまで働い て

月四千 円がや っ とだ との こ とで ，洋裁熱は ますます低

下 しつ つ ある」 とされて い る．

　
一

般に は，ユ950年代が洋裁学校 の 最盛期 とされ て

い る （奥村 1979，44）．ユ948年か ら 1950年 の 記事 を

読み合 わ せ ると，短い 間に，と に か く自分や家族の 洋

服 を縫 うため に様 々 な年齢層，階層 の 女性が近 くの 小

さな洋裁学校に詰めかけて い た時期か ら，中等教育を

終えた
一
定年齢の 女性た ちが都市部 の 大手 の 洋裁学校

を目指す時期に 変 わ っ て い っ た こ とがわか る．「下火」
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とい うの はおそ らく，前者の ようなタイプの 洋裁学校

に 当 て は ま り，都市部 の大手の 洋裁学校 は ，1950年

代 に最盛期 を 迎 え，以後，
一

時的な ブーム で はなく 日

本社会 に定着 して い っ た の だ と考え ら れ る．

　広告 に お い て も，1947年〜1949 年 の 洋裁学校 の 広

告は淡々 として い るが，1950年には 「洋裁知 らぬ は

女の恥 ！」，1952年に は 「洋裁学校 は出たけれ ど…ど

うもネ…と い うこ とで は 困ります」とい うキ ャ ッ チ コ

ピーが 見ら れ る．洋裁教育の定着 と深化が うかがわれ

る．

　（3） 全国巡 回婦人朝 日服装相談室

　「婦人朝 日」 は 1952年 1 月〜10 月 に全 国各地 で

「婦人朝日服装相談室」 を開催 し た，担当は 「本誌洋

裁顧問」の 桑沢洋子 で ある．桑沢は，戦前 より 「婦人

画報」を中心 に 編集やデザイ ン 活動をお こ ない ，敗戦

後は 「婦人民主 ク ラ ブ」 の 会員 と な り，各誌 で 服装デ

ザイ ン や服装相談を担 当 して い た （常見 2001，129＞，

「婦人 朝 日」 1月号 の 「お し らせ 」 に は，「流行は，た

しか に ，わた くしたち の 衣生活に とっ て大 きな魅力で

す，が ，パ リやニ ュ
ー

ヨ
ー

クの 流行に とびつ くまえ に，

わた く し たち の 衣生活 の うえで 解決 し な けれ ばならな

い 切実な問題が た くさんあ りは しな い で し ょ うか 」と

あ る ．相談方法は，「A デ ザ イ ン ，B 洋裁技術，　 C 服

装計画 ，D 洋裁家の 生活技術」 の い ず れか に 関す る

相談 内容 を読者が 四百字詰め 原稿用紙
一
枚 に書 い て

「婦人朝日」あて に 送 り，そ の うち 「最も共通 の 問題

と お もわ れ る もの 」 30が 選 ば れ ，会場 で 桑沢 が答 え

るとい うもの である．さらに そ の なかか らい くつ かが

選ばれ，誌上 で 紹介され た，服装相談室の報告記事は

同年 3 月号か ら 12 月号に 掲載 さ れ て い る．巡 回 先 は ，

東京，大阪，小倉 ・博多，名占屋 ，松山，仙台 ・高崎，

函館 ・札幌，金沢，静岡，新潟 で あ っ た．記事に添え

られ た 写真に は満員 の 会場や ，身を乗 り出 して 質問 に

答え る桑沢 の 姿が見 られ る．相談者 は 10代 か ら 50代 ，

洋裁家 か ら主婦 ・学生 ，洋服 ばか りで 暮 ら して い る 人

か ら和 装 を洋装 に切 り替えようとす る 人まで
， 多岐 に

わたる．

　相談内容は，体 型 に 合 わ せ た デ ザ イ ン，似合 う色 の

選び方，化繊 の 扱 い 方，服装計画，仕事着 の 工 夫な ど

で あるが，桑沢 の ア ドバ イ ス は，単に洋裁技術や流行

を教え る だけ で な く，まず，そ の 人 に どう合わせ る か，

どうすれば
一

人
一

人 にふ さわ しい 洋装 を確立 で きる か，

に力点が置かれ て い る．その 人 に とっ て，着や すい か

動 きやすい か，土地 の 気候や風土 に 合 っ て い る か ，手

持 ちの 洋服や和服 を有効 に使うこ とが で きる か，が常

に 考慮 されて い る の で ある，

　 9 月号に掲載された相 談者 の 感想 に は
， 「貴 方 に あ

う色 とス タイ ル は と次 々 に話 して 下さるの を伺 い なが

ら，私 は今まで と全 く違う新 しい 自分が，忙 しそうに

働 い て い る姿を天然色フ ィ ル ム の よ うに くる くる と思

い 浮 か べ て い た ．そ れ は つ い ぞ考えた こ との な い 客観

視 した 自分 の 姿 で あ っ た 」 と あ る ．ま た 8 月号 に は

「集ま っ た人 々 の 真面 目な様子，つ つ ましやか な服装

（略）良い 衣生活 とは
一
部の 特別 な人 々 の 贅沢 に あ る

の で は な い ，こ うし た，つ つ ま しい 生活に芽生 えて 初

め てす くす く育つ こ とを思わ れ，各地に こ の催を持た

れ た 先 生 方 に 何 と感謝 い た し て よ い か 解 りませ ん」と

ある．

　なか で 異色 な の が，4 月号に掲載された大阪 の 「今

後の洋裁学校の行 き方」で ある，相談者は大阪で 洋裁

を教えて い る が ，生徒は 「働 く婦人達 （夜間）が大部

分を占め ，地域 も北大阪の
一一

隅で 知的水準は低 い 方で

ある た め ，難解な製図を避 けて 経験に よ る改良を 加 え

て平面式を教え」，「経済的 に も，い ろ い ろ と制約 され

る環境に あ る 生徒な の で ，私 は努め て そ の 人達 と生活

を共にする心が けで誠実を第
一

と して続けて 来」たが，

「昨秋シ ョ ウ を し たグ ル ープの 人達と共に研究する高

度 の 服装芸術な る もの が ，前記の よ うな環境に ある私

の 生活 に どれ だけ の プ ラ ス にな る か ？また 現在 の 日本

の 社会情勢 の 中の 生 活芸術 と して の 服飾 が ど の よ うな

方 向を 行 っ て よ い か ？ （略）等々 考え て ，私は 矛盾を

感 じ，今後洋裁家 と して の 自分 の あ り方 につ い て，ぜ

ひ桑沢先生 に ご意見 を伺 い ，指導を仰 ぎた く筆を とっ

た」 とい う．つ ま り，生 活 に 追わ れ る な か で 洋裁を習

い に来て い る人 々 と，華やかな フ ァ ッ シ ョ ン シ ョ
ーを

して い る 人 々 との格差に矛盾を感 じ，洋裁 の あ りか た

は こ れ で よ い の か と疑 問 をもっ たの で あ る ．桑沢 は こ

れ に対 し，「今後の 洋裁教育は，
一

般 の 家庭裁縫 の 教
　　　　　　　　　　 ママ
育と専門教育に は っ き り別 けて考えなければならな い

と思」う，「日本の 生活と結び つ けた基本 的な計画 や

形 を，あなた が親切に生徒に教え て ゆ く，しか も，
い

つ も新鮮な時代 の 空気をあなたが
一

歩さきに 吸 っ て ，

実践 して ゆきな が ら，そ の高い 近代生活の 方向 と感 覚

を教育の 中に，あなたが 媒介者とな っ て 噛み くだ い て

わ か りやす く説明 して ゆ くこ とだ」，「ほ ん とうの きも

の の 『美 し さ』『あ た ら し さ』は，形 の うえだけ の 見

世物式 の もの や，曲が っ た りくね っ た りした もの で は

な くて ，生活的 に 理屈 にあっ た もの で なければな らな
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1950年前後の 日本に お け る都市中流 女性の 衣 服製作
・
着用 を め ぐる状況

い 」，「意を強 くして，あなたも同僚 も生徒も
一
緒に な っ

て ゆ く勉 強会 や呼びかけを して ゆ か な け れ ば な りま せ

ん」等と，かな りくわ しく回答 して い る．

　 日本の 洋裁文化は敗戦後，厳 しい 衣料事情 の なかで

生活に密着 し た技術 の 習得やデザ イ ン を繰 り広げて き

た が，敗 戦から 6年を経過 した こ の 時期に
一

つ の 曲が

り角を迎えて い た と考えられ る ．指導的立場にある 洋

裁家 の なか に は，日 々 の着る物に も欠 く状態を脱 し，

「デザイナ
ー
」と して パ リモード追随型 の 華やかな フ ァ ッ

シ ョ ン を繰 り広 げ る 人 た ち もい た．しか し，都市中流，

そ して 下層 の 女性 の なか に は まだ，生活に 追われなが

ら実用的な洋裁技術 を身 につ けようとす る 人 々 が い た．

両者 の 不連続をなん とか調整しようと し た の が こ の こ

ろ の桑沢 の 立場で あ り，次の 「全国仕事着デ ザイ ン
・

コ ン クール1 の ような例で ある と考えられ る．

　  　全国仕事着デザ イ ン ・コ ン ク
ー

ル

　1952年の 「婦 人朝 日」 の もうひ とつ の大 きな イベ

ン トは 「全国仕事着 デ ザ イ ン ・コ ン クール 」で あ る，

2月号に募集記事 を出 し。6 月号に は 「第
一

次入選作

品集」 として 応募作品 1，793点か ら選ば れ た 60点の

デ ザ イ ン 画 と簡単な 説明 を掲載，そ して 7 月号 に は，

「機能美を生 か した新 しい 仕事着
“
全 国仕事着デ ザ イ

ン ・コ ン ク
ー

ル
”

入選作品 と審査会風景」と題 し て ，

第
一一

次 で 選 ばれた 60点の，実物制作，モ デ ル着用 に

よる 公開審査の報告が ある ．会場は文化服装学院大講

堂 ，入場者は約 2，000名，審査員は伊東茂平，杉野芳

子，野 口 益栄，桑沢洋子，山本松代 で あ る，記事に は
，

す し詰め の会場や後列の 座席で椅子 の 上 に立 っ て 審査

風景 を見る 人 々 の 写真が あ る．また，「地方 の 無名の

人 の 作品 で あ る に もか か わ らず，色彩や 形の 調和が ，

実 に うま い と思 い ま した．と くに 「職場の 仕事着』

『農村 の 仕事着』は，実 際か ら離れず，しか も若々 し

い 飛躍 が あ っ て ，画家の 目 に も興味がありま し た」 と

い う画家某氏 の 感想や，「布地 の性質を知 っ て ，うま

く使 っ て ある の に は 感心 し ま し た．洋裁熱が
一
般化す

る と と もに，レ ベ ル が全国的に高まっ て い る こ とが ，

は っ き り判 っ て うれ しか っ た」とい う化繊協会の 箕浦

新吾氏 の 感想 が 添 え ら れ て い る．

　 コ ン ク
ー

ル は 「
一

般家庭の仕事着」「職場 の 仕事着」

「農山漁村の仕事着」の 三部立 て で ，それ ぞ れ に 特賞，
一

等，二 等，三 等が選ば れ た ．「職 場 の 仕事着」 の 職

場 に は 工 場，ウ ェ イ ト レ ス ，車内販売 ， オフ ィス な ど

が含 まれる．家庭内の家事か ら，ag−一．次 ・
第二 次 ・第

三次産業まですべ て を含め て 「仕事着」 と い う くく り

に し て い る の は，女性 の 職場進出や 女性 労働 に注 目し，

なお その 「仕事」の 範囲が家事まで を含め て幅広 い と

い う当時 の 考え方を反映 して い る と考えられ る．

　入 賞者の肩書 きは ，「洋裁学生 」，「洋裁教師」， 「主

婦」，「商店デ ザイナ
ー」，「百貨店デ ザイナ

ー
助手」な

どで ，住所は東京，松戸 ，函館，大分 などであ る．い

わ ゆ る プ ロ もア マ チ ュ ア も応募 して い る．こ の 時期 の

洋裁 と， そ して 女性の仕事へ の 関心 の高さが うか が わ

れるが，「農山漁村の仕事着」で あっ て も，応募者は ，

都市在住か，都市で 洋裁教育 を受け，そ の 後，「農 山

漁村」に 里帰りまた は移住 した女性で ある こ とか ら，

や は りこ の 時期，洋裁技術 の 習得や洋裁 へ の 関心 が大

都市や地方都市中心 の もの で あ っ こ とを確認で きる ．

　入賞者 の 感想 に は 「昭和六年デ ザ イナ
ー

を夢見て ド

レ ス メ
ー

カ
ー

女学院 に 入学．（略）戦争未亡人 とな り

六年前台北か ら引 き揚げ幼い 三 人の子供と老母 をかか

え，ひ たすら デザイ ナ
ーとして 生活が出来る ように な

る 日 を 念願 し （略〉今 ま で に コ ン ク
ー

ル は あ っ て もい

ずれ も高価な布地 を競 い ，お よそ貧 しい デ ザイナ
ー

に

は手の 出 しようもな く，婦人朝日 の こ の 度の コ ン クー

ル は私 の よ うな境遇にある者に は全 くめ ぐまれ た条件

ぞ ろ い で （略）こ れ を機に ますます勇気と希望 をもっ

て デ ザイ ナ
ー

修業 の 道 を歩 み つ づ け て 行 きた い 」，「仕

事着 の コ ン ク
ー

ル の 社告 をみ た時，周囲を農村に取 り

まかれ て い るわた しには，農村の 生活があ りあ りと頭

に 浮か ん で まい りま した ．東京で洋裁 を 学 ん で い た こ

ろ 四季の フ ァ ッ シ ョ ン ・シ ョ
ーを よ くみ に行 っ た もの

で したが私の住む農村の 人か ら考え る と，それ は まる

で夢の ような もの ばか りで した ．だ れ もが生活 をして

い る以上 ，そ れ ぞれ の 仕事に応 じた能率的 で楽に着 ら

れ る服装を した い とい う気持ちは 同 じで す．そ の こ と

か ら今度 の （略） コ ン ク
ー

ル は わ た しに とっ て ，こ の

うえもない 喜び で した」 とある．

　入選作品の 写真 を現代 の 私が見 る と，ウエ ス トを絞っ

て 肩 や 胸 が 丸 い
， 当時流行の デ ィ オール 風 で あ りなが

ら，ゆ っ た りした袖 ぐりや ズ ボ ン など，見る か ら に着

やす そ うで 軽快なデザ イ ン で ある，と くに 工場着や農

山漁村の 仕事着に み られ る 「つ な ぎ」 は，現代 に も通

じる新奇性がある ．参考に掲載された審査員 の作品 の

ほ うが，機能性や新奇性に劣る よ うに 見受け られ る，

　後に 入選作品は 「仕事着の デザイ ン 集」とい う本 に

まとめ られ て朝日新聞社か ら出版 され，好評を博 した．

また 1952年 8 月号 に よ る と，第三部 「農 山漁村の仕

事着」の 入選作品 は 農林省 の 生活改善普及員の 講習会

（161） 27

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

日本家 政 学会 誌　Vol．59　No，3 （2008）

で取 り上げ られ る など反響があ っ た （常見 2001，130）．

　 こ の コ ン クール は，敗戦後の女性たちが ，洋裁学校

の普及 に よ っ て洋裁技術を獲得 し，自ら働 くこ とを前

提 と した 「仕事着」 と い う分野 で ，外国 の 流 行を適度

に取 り入れなが ら， 独 自の 創造活動 をお こ な っ て い た

こ との ，ひとつ の 証明である と言 えよ う．

　（5） 読者の 生活

　 1949年の 3 月号に 「今年の 衣料は どうな るか」 と

い う座談会が掲載され て い る ，「政府は悪 くなる とい

い 業者 は良 くな る と い っ て い る」 とい う見出しの もと，

「商工省 藤井淳 ，主婦連合会 川崎澄江，高島屋 田村

嘉二 ，伊勢丹 大竹幸作 ，放送 局秘書課 吉田久乃，本

社政経部 小坂徳三郎」 に よる座談会 の 収録 で ある．

「国内で 生産出来る 最大限度を輸出 に 振 向け て，最少

限度 を 民間 の 衣料にする」 とい う政策の た め，配給が

足 りな い ，ヤ ミ物資をどうする の か，とい う問題に つ

い て ，消費者代表 の 2 入 （川崎 と吉田）が ，政府と業

者に詰め寄る 形 と な っ て い る．

　実 用記裏や グラ ビ ア に お い て も，1949年まで は更

生が多い ．派手な柄の ひ ざ掛けをジ ャ ケ ッ トに転用す

るな ど，材料不足は深刻 で あ る．洋裁学校 に お ける更

生 の様子も先述 の とお りで あ る．

　た だ し、衣料 品の 統制が完全に 撤廃され ，合成繊維

の 華々 しい 広 告が誌面 に登 場す る 195ユ年以 降 に な る

と，更生記事 も 「ア メ リカの 中古服か ら流行服誕生」，

「三 反 の ゆ か た で 家庭着か ら外出着 まで」 の よ うに，

既製品や新 しい 生地を買っ た場合 とどちらが経済的か

くらべ た り，和服の柄を楽 しん だ りとい うように，更

生 を 楽 しむ よ うな 調子 に変わ っ て きて い る，

　 1951年 7 月号 の 「丸 ビ ル 女性五 つ の 断面」 と い う

特集記事で は，首都の 中心で ある丸ビ ル の オ フ ィス で

働 く女性 で さえ ， 「オー
ヴ ァ 」 を 「持 っ て い な い 」5％ ，

「
一一

着」58％，「二着」 25％，「三着」5％，「オ ーヴ ァ 」

を 「自分の給料で つ くる」56％，「親に一部補助 して

もらう」26％，「全額親に 出 して もら う」 6％ ，「ブ ラ

ウ ス 」を 「持 っ て い ない 」3％ ，「一着」 2％，「二 着」

5％ ，「三着」 14％ ，「四着」18％，「五着」43％ ，「ブ

ラウ ス」を 「自分で縫 い ます」48％，「店で 買 い ま す」

796，「縫 うこ ともある し買うこ ともあ る」 45％ と い う

状 況 が紹介さ れ て い る ．

　一
方，「婦人朝日」読者の 生活が うかがえ る 記事に ，

1952年 11月号 の ド私 の作文“ の 記」があ る．投稿

欄 「私の作文」 の 入選者を紹介し た もの で ある．人選

3 回，「会社員妻二 九歳」 の 1 さ ん は，毎月欠か さず

投稿 して い る が，「こ れ まで は家計不如意で あま り婦

人朝日 は買えな か っ た ん で す の 」， 原稿料は女の 子 2

人 の 「お嫁入 り」の 費用 に当 て る予定，と述 べ る．写

真で は ，「サ ザ エ さ ん 」ふ うに パ
ー

マ をかけ た女性 が ，

擦 り切れ た畳 の 上 に小さな座卓を置 き，子どもの 宿題

を見て い る．服装は白い ブ ラ ウ ス に 色物の カーデ ィ ガ

ン をは お っ て い る ，特別 募集で 最高点を獲得 し た 「会

社員妻 四
一

歳」 の M さん は ，二 階家の 隅 の 四畳半 を

間借 りして 親子 4 人 で 暮ら して い る ，「戦災以 来，家

を求め て 七年，都営住宅 の 落選九回」 との こ とで あ る．

「原稿料は，ポ ロ つ ぎを して い る間に，ど こ とな く消

え て し まっ た」，「生活費 に追 われ て，婦人朝 日 を買 う

の は 時 た ま，大て い は 立読み で すます」とある．写真

は ブ ラ ウス にス カ ー
ト，カーデ ィ ガ ン で ，「ポ ロ つ ぎ」

を して い る様子で ある．そ の ほか，「農家主婦三 〇 歳」

の囲炉裏端で の絣の着物に モ ン ペ 姿，
一
族みな軍人だ っ

たとい う 「未亡人六六歳」の質素な部屋 で 書 き物机 に

向か う羽 織姿 な どが 掲載さ れ て い る ．雑誌 に 作文 を投

稿する 人たちで あ る か ら，ある程度 の 知識層 で あろう

が，敗戦後 7 年を経て，なお
一

般 の 暮 らしぶ りは厳 し

か っ た こ とが わ か る．

　デザイナ
ーの作品を紹介する グ ラ ビ ア は華や か で あ

る が ，本文記事に は，日々 の 生活に直結する経済や労

働 の 問題 を扱うもの も多い ．上記の よ うに，こ の 時期，

都市 中流女性 の 生活は なお厳 し く，「服装相談室」や

「仕事着 コ ン ク
ー

ル 」 とい っ た 企 画の 盛況も，華や か

な フ ァ ッ シ ョ ン と現実生 活 と の 懸隔 を埋 め よ うとする

もの で あ っ た こ とに よ る と考えられ る．

　4．結 　 　論

　以上 に よ り，1950年前後の 日本に お ける都市中流

女性 の 衣服製作 ・着用 を め ぐる 状況 と し て ，次 の 点が

明らか に な っ た．

　第 3 章の （1）で お こ な っ た，1947年〜1952年の 「婦

人朝 日」の 衣服関連記事全般 の 概観か ら は，第一に，

デ ザ イ ン 面で は，1950年 こ ろ か ら日本 人デザ イ ナ
ー

の 活動が活発に な り，海外情報は ア メ リ カ 中心 か らフ

ラ ン ス 中心 に変わ り，
一

方 で 和服 の 良さを再認識する

傾向が 見 られ る こ と，第二 に，材料面 で は ，1951年

以降，化学繊維の 出回 りとともに生地や用具が豊富に

な り更生衣料と併行 して い くこ とが 明 らか に な っ た．

　第 3章の   で お こ な っ た洋裁学校関連 の 記事の 考

察か らは ，年齢 ・階層を問わない 洋裁の爆発 的なブ
ー

ム は 1950 年 こ ろ に
一

段 落 し，以後は
一

定年齢 の 女性
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1950年前後の 日本 にお ける都市中流女性の 衣服製作 ・着用 をめ ぐる状況

が通う都市部の大手洋裁学校が定着 してい っ た こ とが

わか っ た．

　第 3章の （3）で お こ な っ た 「全 国巡回婦人朝 日服装

相談室」 と第 3 章の （4）で お こ な っ た 「全国仕事着 デ

ザ イ ン ・コ ン クール」 の 記事の 考察 か らは ，敗戦後 の

労働量の多い 生活 を背景 にした和服か ら洋服へ の 移行

の なか で，
一

人
一

人 の 生活 に どの ように して洋装を合

わ せ る か が 重視 され，家庭 内や 家庭外で の労働に応 じ

た動 きやす さ働 きやす さが求め られた こ とが 明らか に

な っ た，

　最後に ，第 3 章の 〔5）で お こ なっ た 読者 の 生活 に関

する記事の考察か らは ，敗戦後 7年を経 て なお厳 しい

都市中流女性 の 生 活 が わ か り，グ ラ ビ ア に見られ る デ

ザ イナ
ー

たちの 華やかな フ ァ ッ シ ョ ン との懸隔が明ら

か になっ た．（2）（3）  で取 り上げた記事は，両者の 溝

を埋 め よ うとする努力の結果 で あ る と考える こ ともで

きる，

　他 の 女性誌を参照する と，1949 年秋 ご ろ か ら洋裁

関係の 記事が急増する，「主婦之友」ユ948年 8 月号で

戦後は じめ て復活 した実物大型紙つ きの付録も，こ の

こ ろ ど ん ど ん盛 ん に な っ て い る ．「婦人朝 日」で は
，

「
一

流 デ ザイ ナ ー作品集」の は じ まっ た の が，1949年

8月号 であ る。

　同時期 に和服 の 良さを再認識し よ うとする 傾向が 見

られ る こ とも各誌に 共通し て お り，「婦人倶楽部」 で

は 1949年 12月号に は じめ て ，洋裁で は な く和裁 の 特

別付録をつ けて い る．た だ し こ の 時期 の 和服 へ の 関心

は，昔どお りの伝統を守る こ とで は な く，洋服 と の 折

衷を こ こ ろ み ながら，当時 の 生活に適応する よ うに改

良を加え ようとする もの で あ っ た ．

　 こ れ らの こ とか ら敗戦後 の 衣生活 における豊か さへ

の 変化は，少な く とも女性誌 の なかで は，衣料品統制

の 完全撤廃 にさきが けて ，1949年の 秋か ら は じまっ

て い た と考える こ とが で きる．

　私がお こ な っ たイ ン タ ビ ュ
ー

に お い て も，1950年

まで に 裁縫女 学校や専門学校な どで裁縫 を学ん だ 方 か

らは ，実習 で使 う生地がな く，家族や 親戚から古着 を

集め る な どた い へ ん苦労 し た こ とを聞い た （長弘と森

2003 ，39 ；森 2006，64）．そ の よ うななか で 更生 の 楽

しみを知 り，今 もリ フ ォ
ー

ム の 衣服作 りを楽 しん で お

られ る 方 もあ っ た （森 2006，68）。ま た ，敗 戦 を は さ

ん で 通学 した裁縫女学校で は裁縫 の 基礎 を学んだがデ

ザ イ ン は教 えられず，そ の後 1950年代 に入学 した洋

裁学校で は ，基礎よ りもデ ザ イ ン が中心 で あ っ た との

証言も得て い る （森 2006，62−64）．

　女性ば か りの 編集委員 を もっ て 「婦人解放」を 目的

に掲げ，1946年 8月に創刊 した 「婦人民主新聞」第

2 号に は ，「女性解放い ま
一
歩」「戦災孤児に ロ

ー
マ 字

教育を実験」「牛乳の 適配，暫 くの 辛抱」「母子保護法

の反響」な どの記事 と並ん で，画家の藤川栄子 に よ る

「個性を生 かす服飾美」と い うコ ラム が あ る．「街を歩

く女性 の 姿 は 誰彼 の 区別が つ かな い ほ ど同 じ髪形 で 同

じ人 の よ うに一様に 見 える ほ ど 服装 に 独 自の 個性がな

い 」 と した 上 で ，「活動的で合理的な洋服が，和服に

比 べ て 生 活的で ある こ とはい ふ まで もない こ とである

が，和服で もな く洋服で もない 活動的で美化さ れ た ，

日本女性 の 美が 強調 され た新 しい 衣服が創造 されなけ

れ ばなら な い 」と提案 して い る．こ の こ ろの 同紙 に は，

「婦人朝 日」 の 広告 と並 ん で洋裁書の広告が多 く，後

に 「美 しい 暮 しの手帖」で活躍する花森安治の着こな

しや 裁断の提案も掲載 して い る，

　敗戦後，生活物資が 不足する な か で
， 家庭内外 で の

多 くの労働をお こ な い なが ら も女性た ち は，「服飾美」

へ の 関心 を抱き続けて い た ．一方で 当時は，日本国憲

法 の 制定 に と もな う，男女平等へ の 意識や 労働者の 権

利 へ の 意識 の 高ま りがあ り，「婦人朝日」や 「婦人民

主新聞」 の ような女性 の 労働 や 女性 の 主体性 を重視す

る 立 場 の メ デ ィ ア で は，女性 の 衣服に活動性を求め，

家庭着で あ っ て も 「仕事着」の側面 を重視 した．そ の

結果 と して ，モ ン ペ や洋服 の 活動性 ，そ して和服 の 良

さや洋服 の 魅力を取 り入れ て総合 した新 しい 衣服の創

造が提案 された の で あ る．「全 国仕事着デ ザ イ ン ・コ

ン ク
ー

ル 」で 見られたの は，そ の よ うな デ ザ イ ン で あっ

た ．

　あわせ て ，こ の ような敗戦後の衣服文化を支えて い

た の が ，ひ と りひ と りの 女性 たちの 洋裁技術 と洋裁 デ

ザイ ン 習得へ の 意欲 で あ っ た こ とを，「婦人朝 日」 を

中心 とす る 当時 の 資料か ら明らか にす る こ とが で きた，

　1950 年前 後の 日本に おける都市中流女性の衣服 製

作
・
着用 をめ ぐる状況 は，女性たち の洋裁文化習得に

対する主体的な意欲 と，外国の モ ードへ の 関心 ・和服

の 再認識と，働 きやすさ
・暮らしやすさへ の 希求によっ

て 決定 されて い た と言うこ とが で きよ う．
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